
「ぺチュニアの大輪化はサイトカイニンにより誘導される」 
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ペチュニアのつぼみにサイトカイニンを与えることで、大輪化を誘導できることが明らかとな

った。一方、内生サイトカイニン濃度は、大輪品種では中輪および小輪品種より低くなってお

り、サイトカイニンに応答する系が大輪化に関与することが予想された。 

［研究の背景・ねらい］ 

 花き園芸植物における大輪化は、観賞性の向上に重要な役割を果たしている。しかし、大輪化の変異は

まれにしか発生しないため、大輪化の育種には長い時間を要する。大輪化の変異獲得の効率を上げるため

には、大輪化の生理・分子機構の解明が必要であるが、この分野の研究は、まだ十分に進んでいないのが

現状である。本課題では、つぼみにおける内生サイトカイニンの蓄積が、主要な花壇用花きであるペチュ

ニアの花冠を著しく拡大する現象を発見したことに基づき、サイトカイニンと大輪化との関係を解明しよ

うとした。 
 
［研究の成果］ 

１) ペチュニアのつぼみに内生サイトカイニンを蓄積させると、花冠が著しく拡大することを見いだした

(図１)。この花冠の拡大は、主として細胞数の増加によっており、個々の細胞の大きさはほとんど変

化しなかった。 

無処理     CPPU 3.2 mM                 無処理          CPPU 3.2 mM 

図１ CPPU処理による内生サイトカイニンの蓄積が花冠（左）とその細胞形態（右）に及ぼす影響 

 
２) 小輪～大輪品種の花冠における内生サイトカイニン濃度を測定した結果、花冠の大きさを決めるのに

重要な細胞分裂期に、花冠の大きい品種ほど内生サイトカイニン濃度が低かった（図２）。また、外か

ら与えたサイトカイニンに対する花冠の拡大程度は花冠の大きい品種ほど小さく（データ略）、大輪化

にはサイトカイニンに応答する系が関与することが予想された。 

図２ 花冠の発達過程における小輪（■）、中輪（■）、大輪（■）各品種の内生サイトカイニン濃度 
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「形態・生理」課題名：ペチュニアの花の大きさの制御におけるサイトカイニン初期応答系の役割の解析 
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